<Round-table> Nobuji Kasuya and his academic life so far by 粕谷 信次 et al.
粕谷信次教授 退職記念座談会 : 生い立ち,修業時
代,学問研究


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































す。Study Group on Contemporary Issues and Marxian Economicsというの
を頭文字だけ取って集団名にしています。ところが馬場さんの場合が典型
だと思うけれども，お互いの議論というのがないのです。我々から見ると
川上，馬場という辺りは兄貴分という感覚ですが，彼らから見ると先生格
で煙たいのでしょうか。粕谷さんあたり，そのへん，「あいだパラダイム」
でうまくやってくれませんか（笑）。東京にいる人でないとできないので，
両方につながりがあるような人が，両世代間の議論をもう少し冷静に豊か
に仲介しもらいたい。
萩 原　今はインターネットがありますから，それでネットワークがつ
くれるんですよ。
福 留　そういうことをぜひ粕谷さんにはお願いしたいなという気がし
ます。
萩 原　面白いブログを作ったらどうですか。息子さんに作ってもらっ
て（笑）。
川 上　粕谷君のやつじゃあ，書いてあることがよくわからないという
ような（笑）。
福 留　いや，よく勉強される方だから，きっと両方をうまくつないで。
523
萩 原　それではこれで終わりにしたいと思います。
（了）
「人と学問　粕谷信次先生退職記念座談会」
